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（ページ）

〈平成26年6月1日現在〉

●人口 ……　19,701人

　　　男 …
　　　女 …
●世帯数 … 7,415世帯

（前月比－14人）

（前月比＋7世帯）

9,490人
10,211人

平成18年4月に創刊された「広報

まんのう」が、今月号で100号を

迎えることができました。これか

らも町民の皆さまに愛される広報

誌でいられるよう、よりよい紙面

づくりに努めてまいります。

創 刊 号100
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満
濃
中
学
校
校
舎
等
の
調
査
、
広
報
ま
ん
の
う
1
0
0
号
記
念
展
、
健
康
講
演

まんのう

　
満
濃
中
学
校
校
舎
等
３
施
設
の
耐
震
性
能

が
、
建
築
基
準
法
上
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
、
香
川
県
建
築
指
導
課
に
調
査

を
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
県
よ
り
「
い
ず
れ
の
建
築
物

に
つ
い
て
も
建
築
基
準
法
の
構
造
関
係
規
定

に
適
合
し
、
基
準
を
満
た
し
て
い
る
」
と
の

調
査
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
建
築
基
準
法
で
規
定
す
る
耐
震
基
準
の
数

値
は
「
１
・
０
」
で
あ
り
、
極
め
て
ま
れ
に

発
生
す
る
と
さ
れ
る
震
度
6
強
か
ら
7
程
度

の
大
地
震
に
お
い
て
も
、
人
命
が
失
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
建
築
物
の
強
度
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
今
回
調
査
報
告
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
建

築
物
に
お
け
る
最
も
低
い
耐
震
基
準
の
数
値

は
、

○
中
学
校
校
舎
　
　
「
1
・
9
0
6
」

○
町
立
図
書
館
　
　
「
1
・
3
0
2
」

○
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
1
・
6
5
4
」

で
あ
り
、
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
３
施
設
い

ず
れ
も
必
要
と
さ
れ
る
耐
震
基
準
を
上
回
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
建
物
が
、
設
計
図
面
の

と
お
り
に
建
設
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
の
確

認
の
調
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・
小
さ
い
子
ど
も
が
遊
べ
る
部
屋
が
あ
る
の

で
と
て
も
よ
い
。
（
30
代
女
性
）

・
新
館
の
図
書
館
で
、
こ
れ
か
ら
本
が
増
え

て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。（
40
代
女
性
）

・
朝
10
時
か
ら
の
開
館
時
間
を
も
っ
と
早
く

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
（
40
代
男
性
）

・
本
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

（
30
代
女
性
）

・
と
て
も
い
い
で
す
。
や
さ
し
く
対
応
し
て

く
れ
ま
す
。

・
い
っ
ぱ
い
本
が
あ
り
、
み
ん
な
キ
ラ
キ
ラ

笑
顔
で
す
。

・
大
変
良
い
施
設
で
満
足
し
て
い
る
。

・
ス
タ
ッ
フ
の
人
は
親
切
で
良
く
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

・
料
金
の
支
払
い
方
法
に
つ
い
て
、
回
数
券

等
が
あ
れ
ば
便
利
。

・
人
気
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
回
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
。

・
土
曜
日
曜
は
朝
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
ほ
し

い
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部
し
か
掲
載
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
ご
意
見
は
、
施
設
に
備
え

て
い
る
「
ご
意
見
箱
」
に
ど
し
ど
し
ど
う

ぞ
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
教
育
委
員
会
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
８

　
町
健
康
増
進
課
主
催
、
香
川
県
健
康
管
理

士
会
協
賛
で
、
左
記
の
内
容
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
７
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
　
ま
ん
の
う
町
町
民
文
化
ホ
ー
ル

▼
演
目
、
講
師

　
　
　
香
川
労
災
病
院
　
第
三
内
科
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
　
康
義
　
講
師

　
　
　
香
川
県
健
康
管
理
士
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
　
博
明
　
講
師

　
　
　
香
川
県
健
康
管
理
士
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藪
下
　
久
子
　
講
師

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
健
康
増
進
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
６

・
香
川
県
健
康
管
理
士
会
（
渡
邊
会
長
）

　
蕁
０
９
０
（
３
１
８
０
）
７
２
２
６

　　
※
（
　
）
内
は
前
職
名

▼
異
動
（
６
月
９
日
）

・
議
会
事
務
局
長

　
　
青
野
　
進
（
地
籍
調
査
課
長
）

・
地
籍
調
査
課
長

　
　
高
橋
　
守
（
議
会
事
務
局
長
）

　
今
月
号
を
も
ち
ま
し
て
、
本
誌
「
広
報
ま

ん
の
う
」
が
１
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
７
月
2
日
（
水
）
〜
８
日
（
火
）
に
、

町
役
場
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
『
広
報
ま
ん

の
う
１
０
０
号
記
念
展
』
を
開
催
し
、
歴
代

広
報
の
表
紙
や
記
事
の
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
開
催
日
時
に
つ
い
て
は
、
前
後
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

　
７
月
2
日
（
水
）
よ
り
、
広
報
ま
ん
の
う

を
約
50
冊
綴
じ
こ
と
が
で
き
る
「
広
報
ま
ん

の
う
綴
（
保
存
用
フ
ァ
イ
ル
）
」
を
配
布
し

ま
す
。
配
布
場
所
は
、
町
役
場
（
本
庁
・
仲

南
支
所
・
琴
南
支
所
・
美
合
出
張
所
）
な
ら

び
に
公
民
館
（
琴
南
・
長
炭
・
吉
野
・
神

野
・
四
条
・
高
篠
・
仲
南
公
民
館
）
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
下

さ
い
。
な
お
、
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

１
世
帯
に
つ
き
１
部
の
み
の
配
布
と
な
り
ま

す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
6

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

建
物
の
調
査
に
つ
い
て

利
用
者
の
声

【
講
演
】ま
ん
の
う
町
民
の

　
　
　
　
　
　
　
健
康
を
考
え
る

な
か
な
か
聞
け
な
い
健
康
で

長
生
き
す
る
為
の
最
新
の
お
話

ス
ト
レ
ス
を
発
散
さ
せ
る

　
　
　
　
　
簡
単
な
ヨ
ー
ガ

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

人
事
異
動

開
催
し
ま
す

広報まんのう綴
今回配布するものと
デザインは異なります

100100

広
報
ま
ん
の
う
　
　
号
記
念
展

『
広
報
ま
ん
の
う
綴（
保
存
用
フ
ァ
イ
ル
）』

を
配
布
し
ま
す

耐
震
基
準
を
上
回
る
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女
性
が
ん
検
診

まんのう

無料クーポン券は子宮頸がん、乳がんの早期発見・早期治療を目的に平成21年度から５年間、

対象者にお送りしてきましたが、今年度より制度が大きく変わります。

※人間ドックを申込みの方は、ドックのご案内に同封して郵送します。

※４～６月に実施した子宮頸がん、乳がん検診及び人間ドックを受診された方を除きます。

　子宮頸がん・乳がん検診の受診間隔は２年に１回となっていますが、無料クーポン券での受診

は、隔年検診の受診間隔には影響しないものとして取り扱いますので、来年度も受診できます。

　申込みされている方には6月下旬に医療機関用の受診券を郵送しています。がんは早期発見により、治療可能な
病気です。定期的に検診を受けることをお勧めします。

　まだ申込みされてない方で受診を希望される場合は、健康増進課 蕁（73）0126 までお申込み下さい。

【問い合わせ先】健康増進課　蕁（73）0126

☆集団の子宮頸がん、乳がん検診は11月、12月に実施予定です。約２週間前に受診票等を郵送します。

対　象　者
20歳以上の女性 40歳以上の女性

予約必要

子宮頸部細胞診 視触診及びマンモグラフィー検査

7月1日～平成27年1月31日（休診日を除く）
※谷病院は7月1日～11月29日

7月1日～平成27年1月31日（休診日を除く）

無　料

検　診　期　間

検　診　場　所

検　診　内　容

自己負担金

持　参　物

（Ｈ27.3.31時点）

予約必要 予約不要

麻田総合病院
回生病院

厚仁病院
谷病院

麻田総合病院
岩佐病院
回生病院

医療機関用受診券（桃色）
又は、該当者は無料クーポン券、
健康保険証

医療機関用受診券（黄色）
又は、該当者は無料クーポン券、
健康保険証

無料クーポン券の種別 対象年齢（Ｈ27.4.1時点）　①または②の該当者

①21歳（全員）
②23～26歳、28～31歳、33～36歳、38～41歳のうち、
　平成21～25年度に町の子宮頸がん検診を未受診の人

①41歳（全員）
②43～46歳、48～51歳、53～56歳、58～61歳のうち、
　平成21～25年度に町の乳がん検診を未受診の人

国道438号線
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

まんのう

　
年
間
の
保
険
料
は
、
お
お
む
ね
２
年
間
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
が
賄
え
る

よ
う
に
、
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
定
め
た
保
険
料
率
を
基
に
算
定
さ
れ
、

被
保
険
者
全
員
が
個
々
に
納
め
ま
す
。

　
そ
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し
く
負

担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
、
被
保
険
者
の
平

成
25
年
中
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
「
所
得

割
額
」
の
合
計
額
（
１
０
０
円
未
満
の
端
数

は
切
り
捨
て
。
上
限
額
は
57
万
円
。
）
と
な

り
ま
す
。
＝
図
Ａ
参
照
。

　
軽
減
基
準
所
得
額
（
同
一
世
帯
内
の
被
保

険
者
お
よ
び
世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
の
合

計
額
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
均
等
割
額

が
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、
２
割
の
い
ず

れ
か
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
＝
表
Ｂ
参
照
。

　
な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
ま
で
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
は
、
所
得
割
額
の
負
担
は
な
く
、

均
等
割
額
が
９
割
軽
減
、
す
な
わ
ち
、
年
間

保
険
料
は
４
、
７
０
０
円
の
み
と
な
り
ま
す
。

　
４
月
、
６
月
、
８
月
か
ら
年
金
天
引
き
が

開
始
さ
れ
る
方
を
除
き
、
少
な
く
と
も
第
１

期
か
ら
第
３
期
ま
で
は
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
め
る
方
に
は
、
7
月
10
日
以

降
に
『
黄
色
の
封
筒
』
で
、
平
成
26
年
度
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
指
定

金
融
機
関
に
口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
預
貯

金
口
座
振
替
依
頼
書
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、

通
知
書
、
預
金
通
帳
、
届
け
出
印
を
ご
持
参

の
上
、
金
融
機
関
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
他
の
税
金
で
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い

る
方
も
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
依
頼
書
よ
り
も
手
続
き

が
簡
単
な
「
簡
易
口
座
登
録
ハ
ガ
キ
」
を
同

封
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
金
融
機
関
で
は
な
く
、
町
税
務
課
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
申
し
込
み
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、

希
望
し
た
納
期
か
ら
の
口
座
振
替
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
４

　
高
齢
受
給
者
証
は
毎
年
８
月
が
更
新
と
な

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
「
特
定
記
録
郵
便
」
に
て
郵
送
交

付
し
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
は
自
己
負
担
割
合
を
示
す

も
の
で
す
の
で
、
医
療
機
関
等
で
受
診
す
る

と
き
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。
平
成
25
年
中
の
所
得
等
に
よ
り
、
自

己
負
担
割
合
が
前
回
と
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
所
得
区
分
判
定
に
よ
り
、
現
役
並
み
所
得

者
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

人
で
、
誕
生
日
が
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降

の
人
は
２
割
負
担
と
な
り
、
誕
生
日
が
昭
和

19
年
４
月
１
日
以
前
の
人
は
１
割
負
担
の
ま

ま
と
な
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
福
祉
保
険
課
・
各
支
所
・
出
張
所
へ
ご

返
却
い
た
だ
く
か
、
で
き
な
い
場
合
は
、
ご

自
分
で
責
任
を
も
っ
て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
保
険
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

保
険
料
の
算
定
方
法
は
？

納
付
方
法
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
に
は
、

　
口
座
振
替
の
手
続
き
を

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
に
は
、

「
均
等
割
額
」の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

ま
ん
の
う
町
国
民
健
康
保
険
に

ご
加
入
の
方
へ

高
齢
受
給
者
証
の
適
用
は
、
70
歳
の
誕
生
日

翌
月（
１
日
が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）か
ら
、

75
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
で
す
。

均等割額

47,200円

＋

所得割額

算定対象所得 × 8.81％
所得割率

※算定対象所得＝平成25年中の総所得金額等　－　基礎控除額（33万円）
※算定対象所得が58万円以下の方は、所得割額が５割軽減

軽減割合 均等割額 軽減基準所得額
※年金収入がある場合は、軽減判定の特例として、さらに15万円を控除。

4,720円9割軽減 33万円以下かつ被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得がない）

均等割額の軽減措置

保険料算定方法A

B

お
手
元
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、

必
ず「
金
額
」と「
納
付
方
法
」の
ご
確
認
を

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

7,080円

23,600円

37,760円

8.5割軽減

5割軽減

2割軽減

33万円以下

33万円　＋（24.5万円　×　被保険者数）以下

33万円　＋（45万円　×　被保険者数）以下
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後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

まんのう

　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
を
原
則
、
毎
年
８

月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
定

め
て
い
ま
す
。
現
在
、
被
保
険
者
の
皆
様
が

お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
７
月
末
で
有
効

期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
８
月
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く

新
た
な
被
保
険
者
証
を
被
保
険
者
１
人
に
１

枚
ず
つ
『
特
定
記
録
郵
便
』
で
7
月
12
日
以

降
『
黄
色
の
封
筒
』
で
お
届
け
し
ま
す
。

※
『
特
定
記
録
郵
便
』

郵
便
局
の
配
達
員
が
配
達
し
た
日
時
を
記

録
す
る
方
法
で
す
。

※
7
月
22
日
以
降
、
被
保
険
者
証
が
お
手
元

に
届
か
な
い
場
合
は
、
配
達
状
況
を
確
認

し
ま
す
の
で
、
福
祉
保
険
課
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

※
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
、

住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
地
へ
送

付
し
ま
す
。
送
付
先
の
変
更
等
の
個
別
対

応
は
致
し
か
ね
ま
す
の
で
、
住
所
地
以
外

へ
の
送
付
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お

近
く
の
郵
便
局
へ
転
送
の
届
出
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証

カ
ー
ド
サ
イ
ズ
で
色
は
、
『
黄
色
で
左
右

の
端
に
紫
色
の
ラ
イ
ン
』
で
す
。
紛
失
等

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
宛
名
等
を
記
載
し
て
い
る
台
紙
か
ら
、
被

保
険
者
証
部
分
を
は
が
し
取
っ
て
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

※
主
な
変
更
点

　
両
端
が
黄
緑
色
か
ら
紫
色
に
変
更

・
被
保
険
者
証
等
を
受
け
取
っ
た
ら

被
保
険
者
証
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容

に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
内
容
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
お
手

数
で
す
が
、
福
祉
保
険
課
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

・
有
効
期
限
の
切
れ
た
被
保
険
者
証
の
返
還

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
は
、
８
月
１

日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
福
祉
保

険
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
福
祉
保
険
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
４

・
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局

　
蕁
０
８
７
（
８
１
１
）
１
８
６
６

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
国
保
税
を
納
め
る
義
務
は
世
帯
主
に
あ
り

ま
す
。
世
帯
主
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
て
も
、
世
帯
の
だ
れ
か
が
国
保
に
加

入
し
て
い
れ
ば
、
保
険
税
は
世
帯
主
に
課
税

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
世
帯
主
宛
て
に
納

税
通
知
書
を
送
付
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

・
介
護
保
険
料
は
、
65
歳
に
な
る
と
概
ね
６

か
月
後
よ
り
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る

ま
で
は
納
付
書
で
介
護
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
住
民
税
の
課

税
状
況
が
６
月
ま
で
確
定
し
な
い
の
で
、

４
月
、
６
月
、
８
月
は
暫
定
保
険
料
で
の

徴
収
と
な
り
ま
す
（
仮
徴
収
）
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
税
務
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
４

　
本
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
全
国
消

費
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査

で
は
、
我
が
国
の
家
計
の
実
態
を
把
握
し
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
各
種
経
済
・
社
会
諸
施
策
や
研
究
機
関

な
ど
で
行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た
め
の
貴

重
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　
調
査
地
域
の
世
帯
の
確
認
の
た
め
、
７
月

以
降
、
調
査
員
が
、
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い

の
す
べ
て
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
世
帯
主
の

氏
名
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙

中
恐
れ
入
り
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
政
策
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６

　
町
内
の
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
て
ら
れ

た
民
間
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
工

事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
補
助
金
の
交
付
額

○
耐
震
診
断
補
助

・
補
助
率
10
分
の
９
（
補
助
限
度
額
９
万
円
）

○
耐
震
改
修
工
事
補
助

・
補
助
率
２
分
の
１
（
補
助
限
度
額
90
万
円
）

▼
申
し
込
み
期
限
　
平
成
27
年
２
月
13
日

▼
受
付
場
所
　
建
設
土
地
改
良
課

▼
注
意
事
項

耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
補
助
対
象

に
な
る
の
は
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
診
断
結
果
が
出
た
住
宅
に
限
り
ま
す
。

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設

土
地
改
良
課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
建
設
土
地
改
良
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
７

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

送
付
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料

の
納
入
通
知
書
は
７
月
10
日
に

発
送
し
ま
す

平
成
２６
年
全
国
消
費
実
態
調
査

　
　
事
前
調
査
が
7
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

今
す
ぐ
耐
震
診
断
・
改
修
工
事
を
！

　
　
民
間
住
宅
耐
震
対
策
事
業
の

　
　
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料



2014.7 6

浄
化
槽
譲
渡
・
法
定
検
査
、
狩
猟
免
許
取
得

まんのう

　
平
成
９
年
か
ら
平
成
20
年
度
に
、
仲
南
地

区
で
市
町
整
備
推
進
事
業
に
よ
り
設
置
し
た

浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
ま
ん
の
う
町
公
営
設

置
浄
化
槽
管
理
条
例
に
よ
り
、
設
置
し
た
翌

年
度
か
ら
15
年
目
の
年
度
末
を
も
っ
て
使
用

者
に
譲
渡
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
平
成
26
年
度
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
平
成
26
年
度
末
（
27
年
３
月
末
）
の
譲
渡

に
該
当
す
る
浄
化
槽
使
用
者
に
は
、
本
年
７

月
上
旬
に
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
領
書
、

維
持
管
理
誓
約
書
及
び
管
理
者
変
更
報
告
書

を
期
限
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
浄
化
槽
の
管
理
や
法
定
検
査
が
浄

化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

譲
渡
後
の
保
守
点
検
や
清
掃
は
業
者
に
委
託

し
て
行
い
、
法
定
検
査
を
受
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
２
３

　
浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
管
理
者
は
毎
年

１
回
、
知
事
が
指
定
し
た
指
定
検
査
機
関
で

あ
る
公
益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協
会
に

よ
る
「
水
質
に
関
す
る
検
査
」
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
協
会
か
ら
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）
の

受
検
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
良
好
な
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、
法
定
検

査
の
未
受
検
の
無
い
よ
う
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
申
込
書
を
返
送
し
て
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
検
査
料
は
、
10
人
槽
ま
で

が
４
、
９
０
０
円
で
す
。

Ｑ
　「
浄
化
槽
法
定
検
査（
11
条
検
査
）」と
は
？

Ａ
　
浄
化
槽
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、
本

来
の
浄
化
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い

る
か
を
確
認
す
る
大
変
重
要
な
検
査
で
す
。

Ｑ
　
保
守
点
検
業
者
と
契
約
し
て
い
て
も
、

　
法
定
検
査
は
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
？

Ａ
　
す
べ
て
の
浄
化
槽
は
、
こ
の
法
定
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽
法

に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
放
流
水

の
水
質
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
平

常
の
保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
判
定
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
保
守
点
検
業
者
と
委
託
契
約
し
て

い
て
も
、
目
的
が
異
な
る
の
で
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
公
益
社
団
法
人
　
香
川
県
浄
化
槽
協
会

　
蕁
０
８
７
（
８
８
１
）
６
６
０
０

・
香
川
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所
環
境
管
理
室

　
蕁
（
２
４
）
９
９
６
６

①
猟
友
会
に
よ
る

　
狩
猟
免
許
取
得
の
た
め
の
初
心
者
講
習
会

▼
日
時
　
８
月
９
日
（
土
）
〜
10
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
２
日
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）

▼
受
付
期
間

　
7
月
7
日
（
月
）
〜
8
月
1
日
（
月
）

▼
場
所
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
２
階
大
会
議
室

▼
受
講
料

　
１
種
類
８
、
０
０
０
円
、
２
種
類
以
上

　
９
、
０
０
０
円
を
当
日
会
場
に
て
納
め
る
。

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
一
般
社
団
法
人
香
川
県
猟
友
会
事
務
局

　
蕁
０
８
７
（
８
３
1
）
6
9
2
0

②
狩
猟
免
許
試
験

▼
受
験
料

免
許
１
種
類
に
つ
き
５
、
２
０
０
円
（
県

証
紙
）
　
※
他
の
種
類
の
狩
猟
免
許
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
１
種
類
に
つ
き

３
、
９
０
０
円
。

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
香
川
県
み
ど
り
保
全
課

　
蕁
０
８
７
（
８
３
２
）
３
２
１
２

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
香
川
の
環

境
」
や
、
県
み
ど
り
保
全
課
、
町
産
業
経

済
課
に
あ
る
実
施
要
領
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

浄
化
槽
法
定
検
査

受
け
て
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

仲
南
地
区
の
町
設
置
浄
化
槽
の

　
　
　
使
用
者
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て

狩
猟
免
許
取
得
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

日　時

8月17日（日）
午前9時～

会　場 受付期間

県　庁
7月14日（月）～
8月4日（月）まで
（必着）

8月30日（土）
午前9時～

県　庁
7月14日（月）～
8月26日（火）まで
（必着）

8月24日（日）
午後1時～

小豆島町農村環境
改善センター

8月31日（日）
午前9時～

試験科目

あみ
わな
銃一種
銃二種

わなのみ

あみ
わな
銃一種
銃二種

満開のひまわりと
ひまわり料理が楽しめます!!

▼日時　７月13日（日）

　午前9時～午後3時（小雨決行）

▼場所　帆山地区

　（会場：大谷建設広場）

　今年のひまわりはＪＲ塩入駅

　西側で多く栽培されています。

▼催し物

・たべもの広場

　　仲南産直市・西内花月堂・

　　平井料理システム・

　　田舎そば川原

・写真コンテスト

・子ども写生大会

・屋外演奏会

※路上駐車はご遠慮ください。

　仲南公民館駐車場から無料シャ

　トルバスが運行します。

【問い合わせ先】

　仲南支所　蕁（77）2111

ひまわりひまわり
まつりまつり
ひまわりひまわり
まつりまつり
ひまわり
まつり
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登
録
型
本
人
通
知
制
度
、
野
焼
き
、
お
墓

まんのう

●
本
人
通
知
制
度
と
は

　
本
人
通
知
制
度
と
は
、
戸
籍
謄
本
や
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
本
人
の
代
理
人
や
第
三
者

に
交
付
し
た
時
に
、
そ
の
交
付
し
た
事
実
を

事
前
に
登
録
を
し
て
い
る
方
に
通
知
す
る
制

度
で
す
。

●
な
ぜ
こ
の
制
度
が
で
き
た
の
か
？

　
近
年
、
調
査
会
社
の
依
頼
を
受
け
て
戸
籍

や
住
民
票
の
写
し
を
不
正
取
得
し
、
そ
の
情

報
を
売
買
し
て
い
た
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
戸
籍
謄
本
・
抄
本
や
住
民
票
の

写
し
な
ど
か
ら
、
現
住
所
や
家
族
構
成
、
年

齢
や
本
籍
地
な
ど
の
個
人
情
報
を
得
て
、
脅

迫
、
詐
欺
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
に
悪
用

さ
れ
る
こ
と
が
現
実
に
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
人
情
報
の
不
正
使
用
を
防
止
す

る
た
め
に
、
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

●
制
度
実
施
に
よ
る
効
果

　
も
し
、
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
等
の
取
得
が

第
三
者
に
よ
る
不
正
で
あ
っ
た
と
き
、
本
人

通
知
が
登
録
者
に
届
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
不

正
行
為
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
り
、
事
実
関

係
の
早
期
究
明
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、

不
正
が
発
覚
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
た
め
、

戸
籍
謄
本
な
ど
の
不
正
請
求
を
抑
止
す
る
効

果
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
不
必
要
な
身

元
調
査
や
犯
罪
の
未
然
防
止
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
登
録
型
本
人
通
知
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
本
制
度
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
次
の
と

お
り
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
対
象
者

　
ま
ん
の
う
町
に
お
い
て

・
住
民
登
録
が
あ
る
方（
過
去
に
あ
っ
た
方
）

・
本
籍
が
あ
る
方（
過
去
に
あ
っ
た
方
）

▼
登
録
方
法

『
ま
ん
の
う
町
本
人
通
知
制
度
登
録
申
込

書
』
を
住
民
生
活
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
、
ま
ん
の
う
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
登
録
に
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
法
定
代
理
人
の
方
（
戸
籍
謄
本
や
法
定
代

理
人
の
資
格
を
証
す
る
登
録
事
項
証
明
書

な
ど
）

・
法
定
代
理
人
以
外
の
代
理
人
の
方
（
委
任

状
）

▼
登
録
の
有
効
期
限

　
登
録
者
名
簿
に
登
録
し
た
日
か
ら
３
年
間

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

　
「
野
外
で
の
ゴ
ミ
の
焼
却
」
（
野
焼
き
）

は
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
に
よ
り
、
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
（
ま
た
は
そ
の
併

料
）
と
な
り
ま
す
。

　
一
部
の
例
外
と
し
て
風
俗
習
慣
上
の
行
事

や
農
作
業
を
営
む
た
め
に
必
要
な
場
合
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
例
外
だ
か
ら
と
い
っ
て
む

や
み
に
焼
却
し
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
止
む
を
得
ず
焼
却
す
る
場
合
は
、

近
隣
住
民
に
声
を
か
け
る
な
ど
、
周
辺
で
生

活
す
る
人
の
立
場
に
た
っ
て
、
環
境
へ
の
配

慮
を
十
分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
家
庭
ゴ
ミ
は
、
発
生
量
を
で
き
る

だ
け
減
ら
す
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
正
し

く
分
別
し
て
町
の
収
集
日
に
ゴ
ミ
集
積
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

　
墓
地
の
永
続
性
及
び
非
営
利
性
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
墓
地
経
営
主
体
は
、
市
町
村
等

の
地
方
公
共
団
体
が
原
則
で
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
が
た
い
事
情
が
あ
っ
て
も
宗
教
法
人
又

は
公
益
法
人
等
に
限
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て
、

原
則
と
し
て
個
人
で
自
己
所
有
地
に
お
墓
を

建
て
る
こ
と
は
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
。
家
の
宅

地
や
田
畑
等
自
己
所
有
の
敷
地
内
で
あ
っ
て

も
、
許
可
な
く
お
墓
を
建
て
る
事
は
「
墓
地
、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
に
違
反
し
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
罰

則
の
ほ
か
、
原
状
回
復
も
し
く
は
許
可
さ
れ

た
墓
地
へ
の
移
転
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
新
た
に
墓
地
を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
許
可
を
受
け
て
い
る
既
存
の
墓
地
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
墓
地
や
納
骨
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
遺
骨

を
、
他
の
墓
地
や
納
骨
堂
に
移
す
こ
と
を

「
改
葬
」
と
い
い
ま
す
。
改
葬
す
る
に
は

「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、

現
在
遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
改

葬
許
可
申
請
を
行
っ
て
、
改
葬
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
墓
地
の
移
転
を
お
考
え
の
方
は
事
前
に
住

民
生
活
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
１

ご
登
録
く
だ
さ
い
！

登
録
型
本
人
通
知
制
度

お
墓
を
建
て
る
・
移
転
す
る

場
合
に
は
ご
注
意
を
！

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

ま
ん
の
う
町
住
民
票
の
写
し
等
の

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

ま
ん
の
う
町
住
民
生
活
課

①事前登録

④本人通知

②住民票の写し等の
　交付請求

③請求書等
　審査のうえ交付

ご
本
人（
登
録
者
）

本
人
の
代
理
人
・

ま
た
は

第
三
者
の
場
合

戸
籍
謄
本
・
住
民
票
の
写
し
等

請
求
者

自
己
所
有
の
土
地
で
あ
っ
て
も

お
墓
を
建
て
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

お
墓
を
移
転
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す

ひまわり
まつり
ひまわり
まつり
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節
水
の
お
願
い

まんのう

自主減圧は、今すぐできる、とても簡単な節水方法です。

普段通りの生活をしていただいても、自主減圧するだけで1世帯当たり
1日に50褄～200褄の節水効果があります。

渇水時だけでなく平常時においても節水に心がけましょう。

主な生活使用水量
簡単にできる と節水方法

洗車　普通車1回170褄

植木　1分間に17褄

散水　1分間に17褄

メーターボックス内にあ

る止水栓バルブの位置を

確認してください。

①メーターボックスや止水栓バルブの場所が分からない場合は、水道課までお問い合わせ

　ください。

②止水栓バルブを閉めても水が止まらない場合や、止水栓バルブが動かない場合、止水栓

　バルブのハンドルが無い場合は、水道課までご連絡ください。

③瞬間湯沸器を使われているご家庭は、止水栓バルブを１回り開けた後、瞬間湯沸器が正

　常に作動するか確認し、正常に作動しない場合は、止水栓バルブを少し開けてください。

水道の蛇口を全開にして

水量の確認をしてくださ

い。

止水栓バルブを右に回し、

１度完全に閉めてくださ

い。水道の蛇口で水が止

まっていることを確認し

てください。

閉めた止水栓バルブを左

に１回り開けて、蛇口の

水の出を確認してくださ

い。通常の半分くらいの

水量であれば完了です。

【問い合わせ先】水道課　蕁（79）0830

風　呂
・隔日入浴で（浴槽容量180褄として）

・風呂水を減らして
（ためる量を20％減らすと）

90褄／日

35褄／日

シャワー ・使用時間を減らして
（10分使用を8分の使用で）

35褄／日

炊　事 ・食器洗いはため洗いで 80褄／日

洗　面
・洗顔はため洗いで 15褄／日

・歯磨きはコップに汲んで 20褄／日

トイレ ・流水量を減らして 20褄／日

洗　濯

・まとめ洗いで4日分（4回）を
　3回にまとめると 45褄／日

・風呂の残り湯を初期使用で
　1回当たり 40褄／日

掃除、散水
・風呂の残り湯をバケツ2杯使用で
　　　　　　（バケツ1杯約10褄） 20褄／日

（4人家族の場合）節水量

注
意
事
項

1 2

3 4

日ごろからの節水にご協力を日ごろからの節水にご協力を日ごろからの節水にご協力を
「住宅用分譲地」の購入者を募集しています。

国道438号線
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住
宅
用
分
譲
地
募
集
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
、
ひ
ま
わ
り
牛

まんのう

　
７
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時
45
分
か
ら
ま

ん
の
う
町
役
場
前
に
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
同
日
午
前
９
時
か
ら
仲

南
東
幼
稚
園
の
園
児
に
、
一
日
保
護
観
察
官

を
委
嘱
し
ま
す
。
出
発
式
で
は
、
園
児
か
ら

栗
田
町
長
に
法
務
大
臣
と
県
知
事
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
渡
さ
れ
ま
す
。

　
是
非
、
ご
参
加
し
て
、
園
児
の
勇
姿
を
見

て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
仲
多
度
地
区
保
護
司
会

　
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
８
９
）
０
２
８
２

　
こ
の
度
マ
ル
カ
ナ
ま
ん
の
う
店
の
ご
協
力

に
よ
り
、
５
月
31
日
よ
り
同
店
に
て
「
ま
ん

の
う
ひ
ま
わ
り
牛
」
の
販
売
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
皆
さ
ま
も
ひ
ま
わ
り

牛
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
　
出
発
式
の
お
知
ら
せ

ま
ん
の
う
ひ
ま
わ
り
牛

　
　
地
元
販
売
が
決
定
し
ま
し
たひまわり牛、マルナカまんのう店にて

好評販売中

日ごろからの節水にご協力を

7
月
は
第
64
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

仲南中山地区住宅団地宅地分譲地

「住宅用分譲地」の購入者を募集しています。「住宅用分譲地」の購入者を募集しています。

緑豊かな環境、広大な景観。
中山地区住宅団地宅地分譲地申込受付中！！

※仲南支所より1.6km

分譲面積（㎡） 分譲価格（万円）

473.37～476.60 472～475

緑地

町道帆山本目線

N

N

第1号地第2号地

第9号地

第4号地 第3号地

分譲地

琴南支所

琴南
保育所

琴南
小学校

国道438号線

国道438号線

分譲区画数…残り３区画

購入条件…売買契約後５年以内に建築可能な方

概　要

国道438号線

区　画　図

【問い合わせ先】総務課財産管理係　蕁（73）0100
　※町ホームページに詳しく掲載していますのでご覧ください。
　　http://www.town.manno.lg.jp/

【問い合わせ先】仲南支所　蕁（77）2111

現地案内図琴南造田地区仲空分譲地

①まんのう町内に住所を有する満20歳以上の個
　人で、自ら居住する住宅を建築するための宅
　地を必要とする者。
②分譲地の引渡し日から５年以内に住宅の建築
　を完了できる者。
③分譲地の引渡し日から５年間は転売、転貸等
　による権利の移転をしない者。
④分譲地について、現状の状態での引渡しを了
　承できる者。

①購入可能区画数
　応募の申込は、原則として一世帯一区画です。
②申込方法
　町有財産公募売払参加申込書により、添付書
　類を添えて申込ください。
③申込受付期限　8月29日（金）まで

区画番号

第1号地

第2号地

約257㎡

約329㎡

面積（㎡）

11,100

11,100

単価（円／㎡）

2,852,000

3,651,000

分譲価格（円）

※面積については、工事完了後に測量し、確定するため、
　面積及び分譲価格は変動します。

募集要件

応募方法

区画別分譲面積・価格一覧表

N

済

済 済 済

済 済 済

済

区　画　図

「住宅用分譲地」の購入者を募集しています。
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定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
募
集
・
就
職
面
接
会

まんのう

　
丸
亀
市
・
善
通
寺
市
・
琴
平
町
・
多
度
津

町
・
ま
ん
の
う
町
の
２
市
３
町
（
以
下
、

「
２
市
３
町
」
）
で
は
、
平
成
24
年
４
月
に

定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
、
近
隣
市

町
が
互
い
に
連
携
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
圏
域
で
の
定
住
の
促
進
や
地
方
分
権
時

代
に
お
け
る
効
率
的
・
効
果
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
定
住
自
立
圏
構
想
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
」

は
、
協
定
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
圏
域
の
将
来

像
や
、
そ
の
具
体
的
な
取
組
な
ど
を
記
載
す

る
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
関
係
者
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る

た
め
の
協
議
・
懇
談
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、

こ
の
懇
談
会
で
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
ビ
ジ

ョ
ン
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
２
市
３
町
の
住
民
の
方
に
も
こ
の

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
す
る
ご
意

見
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
ま
で
に
審
議
会
委
員
の
経
験
が
な
い
方

も
委
員
の
一
員
に
な
っ
て
一
緒
に
圏
域
の
将

来
像
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
募
集
期
間

　
７
月
14
日（
月
）〜
７
月
28
日（
月
）必
着

▼
委
員
の
任
務

「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
す

る
情
報
を
共
有
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る

▼
応
募
資
格

２
市
３
町
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学

し
て
い
る
人
で
応
募
時
点
で
満
20
歳
以
上

の
人
　
※
２
市
３
町
の
議
会
議
員
及
び
職

員
、
２
つ
以
上
の
審
議
会
に
委
嘱
さ
れ
て

い
る
人
は
除
く

▼
任
期
　
２
年

▼
定
員
　
２
人

▼
応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ

ー
ル
に
て
提
出
。
持
参
の
場
合
は
、
町
企

画
政
策
課
で
も
可

▼
応
募
用
紙

企
画
政
策
課
窓
口
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
入
手
可
能

▼
選
考
方
法

応
募
用
紙
の
記
載
内
容
を
総
合
的
に
審
査

し
て
選
考
（
結
果
は
全
員
に
通
知
）

【
問
い
合
わ
せ
先
・
提
出
先
】

・
定
住
自
立
圏
形
成
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
亀
市
政
策
課
内
）

　
蕁
（
２
４
）
８
８
３
９

　
〒
７
６
３

－

８
５
０
１

　
丸
亀
市
大
手
町
２
丁
目
３
番
１
号

　
メ
ー
ル
　seisaku-k@

city.m
arugam

e.lg.jp

・
ま
ん
の
う
町
企
画
政
策
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
６

　
新
規
学
校
卒
業
者
や
離
職
者
の
う
ち
未
内

定
の
就
職
希
望
者
を
対
象
に
、
定
住
自
立
圏

域
（
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、
多
度

津
町
、
ま
ん
の
う
町
）
の
求
人
事
業
所
と
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
８
月
７
日
（
木
）
13
時
〜
16
時

　
　
受
付
／
求
職
者
　
　
12
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
求
人
企
業
　
12
時
10
分
〜

▼
開
催
場
所

　
丸
亀
市
民
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

　
（
丸
亀
市
金
倉
町
９
２
４

－

１
）

▼
主
催

丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、
多
度
津

町
、
ま
ん
の
う
町
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
丸
亀
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
坂
出

▼
共
催

独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
香
川
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ

ー
、
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
後
援
　
香
川
県

▼
対
象
者

盧
平
成
27
年
３
月
大
学
・
短
大
・
高
専
・
専

修
学
校
の
卒
業
予
定
者
（
既
卒
者
含
む
）

及
び
中
途
採
用
希
望
者

盪
定
住
自
立
圏
域
（
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、

琴
平
町
、
多
度
津
町
、
ま
ん
の
う
町
）
に

就
業
場
所
が
あ
り
、
正
社
員
を
募
集
す
る

事
業
所

▼
求
人
企
業
数
（
見
込
）
　
約
60
社

▼
実
施
内
容

盧
企
業
の
人
事
担
当
者
と
求
職
者
と
の
面
接

実
施

盪
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
①
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

　
②
職
業
適
性
診
断
コ
ー
ナ
ー

　
③
職
業
相
談
コ
ー
ナ
ー

蘯
ス
カ
ウ
ト
・
タ
イ
ム

　

（
14
時
〜
14
時
30
分
、
15
時
〜
15
時
30
分
）

来
場
者
が
企
業
ブ
ー
ス
へ
訪
問
の
き
っ
か

け
と
な
る
よ
う
、
企
業
の
担
当
者
１
名
の

み
が
企
業
名
の
わ
か
る
名
札
を
つ
け
「
ス

カ
ウ
ト
マ
ン
」
と
な
っ
て
、
来
場
者
に
対

し
て
、
企
業
説
明
や
企
業
ブ
ー
ス
へ
の
案

内
が
で
き
る
「
ス
カ
ウ
ト
・
タ
イ
ム
」
を

設
定
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
経
済
課
　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
５

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
懇
談
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

「
就
職
面
接
会（
定
住
自
立
圏
域
）」

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
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な
ぎ
な
た
、
ま
ん
の
う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
食
育
だ
よ
り

まんのう

背わたを
取る

5cm程度の
乱切り

油

2cm程度の
角切り

コンソメ＋水

加えて煮込む

卵＋酒

塩・こしょうで味を整えたら溶き卵
を流し入れ、触らずに自然に火が通
るのを待つ。

木べらでふわっと混ぜ
たら皿へ盛りつけ、
ゆで卵の輪切りを飾り、
粉チーズをかける。

アスパラが鮮やかな色に
なったらエビを入れる。
エビに少し火が通ったら
コンソメを溶かした水を
加えアスパラを取り出す。

　
こ
の
ほ
ど
、
第
34
回
源
平
青
少
年
な
ぎ
な

た
大
会
並
び
に
第
25
回
高
松
市
長
杯
な
ぎ
な

た
大
会
が
高
松
市
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

満
濃
な
ぎ
な
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
町
内
の

選
手
が
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

【
演
技
競
技
】

・
交
流
の
部

　
第
1
位
　
山
下
　
玲
奈
・
金
關
百
合
子
　
組

　
第
2
位
　
堀
川
　
愛
莉
・
岡
坂
　
円
香
　
組

　
第
3
位
　
竹
内
　
　
希
・
大
岡
　
　
響
　
組

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　
第
1
位
　
竹
内
　
　
希
・
堀
川
　
愛
莉
　
組

・
中
学
校
の
部

　
第
3
位
　
大
野
　
怜
那
・
川
瀧
　
友
華
　
組

・
高
校
の
部

　
第
1
位
　
林
田
　
彩
花
・
竹
下
　
知
里
　
組

　
第
3
位
　
笹
本
真
梨
菜
・
川
瀧
　
真
悠
　
組

【
試
合
競
技
】

・
小
学
校
低
学
年
の
部

　
第
2
位
　
堀
川
　
愛
莉

・
小
学
校
高
学
年

　
第
3
位
　
長
井
　
咲
樹

・
高
校
の
部

　
第
3
位
　
林
田
　
彩
花

・
一
般
の
部

　
第
2
位
　
大
岡
　
　
響

・
団
体
の
部

　
第
2
位
　
長
井
　
咲
樹
・
大
野
　
怜
那
・

　
　
　
　
　
川
瀧
　
真
悠
　
組

●色合いをよく仕上げるために、アスパラガスは丁度良い食感
になったら取り出します。

●卵は酒を加えて溶き卵にすることで、加熱した時にふわふわ
に仕上がります。

●コンソメを中華だしに変えても美味しくいただけます。

● トマト　大4個
● アスパラガス　10本
● えび　16尾
● 卵　4個
● 酒　大さじ2
● コンソメ　小さじ1
● 水　80cc
● 塩・コショウ　適宜
● 油　小さじ1
● ゆで卵　2個
● 粉チーズ　小さじ4

［エネルギー］223kcal　［タンパク質］23.2g
［脂質］9.8g　［食物繊維］1.8g　［食塩］1.4g

トマトに多く含ま
れるカリウムとい
う成分には、体内
のナトリウム（塩
分）を排出する働
きがあり、高血圧
予防に効果的です。

な
ぎ
な
た
大
会
好
成
績
者



2014.7 12

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま
ん
の
う

まんのう

7
教室参加には事前申込が必要です。スポーツセンターまでお問い合わせください。

教室申込がお済みの方は開催時間15分前より受付にて名簿にお名前のご記入をお願いします。

3 4 5 6

8 9

1 2

10 11 12 137

15 16 17 18 19 2014

22 23 24 25 26 27

29

21

29 30 31 27 2828

パソコン
なんでも質問会
15:00～16:00

健康づくり
基本コンディショニング
15:00～16:00

健康づくり
基本コンディショニング
15:00～16:00

子ども創造力育成
ワークショップ
16:00～17:00

すまいりぃ 絵本に親しむ
～好きな本を読んで～
10:00～11:00

キッズブレイクダンス
17:00～18:00

ベビーマッサージ
10:30～11:30

書道教室
13:00～14:00

肩こりほぐし
教室
14:00～15:00

書道教室
13:00～14:00

肩こりほぐし
教室
14:00～15:00

肩こりほぐし
教室
14:00～15:00

肩こりほぐし
教室
14:00～15:00

リズム体操
14:00～15:00

リズム体操
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

ピラティス
14:00～15:00

アフタービクス
14:00～15:00

マタニティビクス
15:15～16:15リズムダンベル

19:00～20:00

リズムダンベル
19:00～20:00

膝痛予防改善
教室
14:00～15:00

膝痛予防改善
教室
14:00～15:00

膝痛予防改善
教室
14:00～15:00

膝痛予防改善
教室
14:00～15:00

心と体をほぐす
ストレッチ
20:00～21:00

ベビーマッサージ
10:30～11:30

心と体をほぐす
ストレッチ
20:00～21:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

腰痛ほぐし教室
14:00～15:00

母と子の
リトミック
10:00～11:00

お問い合わせ先 スポーツセンターまんのう　☎（73）3611　15：00～22：00（火曜日定休、1月1日～3日 年始休み）

大川神社

加茂神社

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

7月イベン
ト

夏休み親子ふれあい運動教室夏休み親子ふれあい運動教室

▼定員　10組　　 ▼対象　５歳～８歳のお子様と保護者の方

▼参加費　300円／組

▼持物　動きやすい服装、室内用シューズ、タオル

夏休みの思い出に親子で楽しく身体を動かし、親子で楽し
い時間を過ごしてみませんか。親子のコミュニケーション
や子どもの体力アップのヒントが見つかるかもしれませ
ん！お気軽にご参加ください！

７月テーマ：好きな本を読んで～お気に入りの本を持参し本の紹介をしてもらいます～
　絵本に興味がある方なら老若男女問いません。絵本のみならず、詩の朗読なども開催
予定。年間プログラムの中にはお子さんと一緒に楽しめるものもあります。まずは、開
講日にお気軽にご参加ください。毎月第２日曜日　10:00～11:00

Book Reader すまいりぃ ～絵本に親しむ～

　ストレッチや有酸素運動を行うことで妊娠にともない起こる肩こりや腰痛、便秘、む
くみを改善し、骨盤まわりの運動を行うことで出産しやすい体作りをお手伝いします。
子どもが欲しいという方でも参加ＯＫですのでお気軽にお問合せ、ご参加ください。
毎月第３土曜日　15:15～16:15

マタニティビクス

講座紹介おすすめ講座

夏休み親子ふれあい運動教室

7月27日（日）13:30～14:30
ヘキサスロン教室ヘキサスロン教室

▼開催日時　月曜クラス、木曜クラス
　各曜日とも16:30～17:30

▼場所　スポーツセンターまんのう

▼持物　運動靴（室内用）、タオル

▼定員　10名　　 ▼対象　４歳～６歳

▼参加費：3,000円／10回分
※全10回の教室です。途中参加もOK！
詳しくはスポーツセンターまんのうまで！

ヘキサスロンとは遊び感覚で「走る、跳
ぶ、投げる」などの基本的な動作を楽し
く自然と身につけられるミズノオリジナ
ルの運動プログラムです。

ヘキサスロン教室

木曜クラス（7/10）より第2クールスタート

キッズ向けスポーツ教室！



13 2014.7

ま
ん
の
う
道
先
案
内
人
　
　
消
費
者
啓
発

まんのう

【
問
い
合
わ
せ
】

　
中
寺
廃
寺
発
掘
調
査
室

　
蕁
（
８
５
）
２
２
２
１

　
買
え
買
え
詐
欺
と
は
、
ま
ず
消
費
者
の
自

宅
に
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送
付
し
、
後

日
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
人
で
な
い
と

購
入
で
き
な
い
か
ら
代
わ
り
に
購
入
し
て
く

れ
」
と
電
話
で
勧
誘
す
る
詐
欺
で
す
。

　
業
者
の
話
の
内
容
や
送
付
さ
れ
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
非
常
に
巧
妙
に
で
き
て
お
り
、
複

数
の
会
社
を
名
乗
っ
て
株
や
権
利
を
「
高
値

で
買
い
取
る
」
と
言
っ
て
消
費
者
を
勧
誘
し

た
り
、
消
費
者
の
親
切
心
や
同
情
心
に
つ
け

こ
ん
で
「
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
」
を
購
入
さ

せ
よ
う
と
し
た
り
し
ま
す
。

　
信
ぴ
ょ
う
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
も
、

絶
対
に
お
金
を
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
て
い
な
い
か
」

「
代
わ
り
に
申
し
込
ん
で
」
な
ど
の
電
話
は
、

「
買
え
買
え
詐
欺
」
で
す
。
相
手
に
せ
ず
、

す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
先
】

・
産
業
経
済
課

　
蕁
（
７
３
）
０
１
０
５

・
中
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
蕁
（
６
２
）
９
６
０
０

・
香
川
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
蕁
0
8
7
（
8
3
3
）
0
9
9
9

　
満
濃
池
の
ゆ
る
抜
き
が
終
わ
り
、
水
田
に

は
水
が
光
る
こ
の
頃
で
す
が
、
古
来
香
川
県

は
、
雨
が
少
な
く
日
照
り
に
苦
し
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
今
月
は
、
ま
ん
の
う
町
で
伝
承

さ
れ
て
い
る
雨
乞
い
踊
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
か
の
有
名
な
空
海
は
、
日
本
最
大
級
を
誇

る
満
濃
池
を
修
築
し
た
他
、
仲
南
地
区
佐
文

に
お
い
て
は
、
雨
乞
い
踊
り
の
原
型
を
綾
と

い
う
女
性
に
教
え
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
現
在
国
指
定
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
と
な
っ
て
い
る
綾
子
踊
で
、
一
年
お

き
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
開
催
年
に

あ
た
り
、
九
月
七
日
（
日
）
に
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
小
踊
六
人
、
大
踊
六
人
と
も
振

袖
姿
の
男
の
子
が
女
装
で
舞
い
踊
り
、
そ
の

様
は
大
変
あ
で
や
か
で
、
風
流
踊
と
称
さ
れ

加
茂
神
社
に
お
い
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ん
の
う
町
に
は
香
川
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
歴
史
あ
る
、
琴
南
地

区
の
大
川
念
仏
踊
も
あ
り
ま
す
。
踊
り
を
奉

納
す
る
と
必
ず
雨
が
降
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
年
に
一
度
（
今
年
は
七
月
六
日
（
日
）

予
定
）
大
川
神
社
に
始
ま
り
、
山
頂
の
秋
葉

権
現
、
竜
王
社
に
奉
納
し
た
あ
と
下
山
し
て
、

中
通
八
幡
神
社
、
新
生
の
竜
王
社
、
天
川
神

社
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
の
方
も
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
ま
ん

の
う
町
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
を
一

度
ご
覧
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ふ
り
ゅ
う
お
ど
り

大川念仏踊 綾子踊

大川神社大川神社

加茂神社加茂神社加茂神社

大川神社

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！

夏休み親子ふれあい運動教室

ヘキサスロン教室

買
え
買
え
詐
欺
に
注
意
！
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ふ
る
さ
と
探
訪
　
　
　
世
界
の
学
生

まんのう

　

ふ
る
さ
と
探
訪

外国文化や風習の紹介と解説をします！

　
琴
平
急
行
電
鉄
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
？
現
在

ま
ん
の
う
町
に
は
、
高

松
琴
平
電
鉄
（
こ
と
で

ん
）
が
走
っ
て
お
り
、

羽
間
駅
が
あ
る
。
今
よ
り
70
年
程
前
の
昭
和

19
年
ま
で
、
ま
ん
の
う
町
に
は
も
う
一
つ
琴

平
急
行
電
鉄
と
い
う
鉄
道
路
線
も
走
っ
て
お

り
、
公
文
駅
（
現
在
の
高
篠
郵
便
局
付
近
）

と
高
篠
駅
（
雲
気
八
幡
付
近
）
が
あ
っ
た
。

琴
平
急
行
電
鉄
は
、
琴
平
〜
坂
出
間
を
結
ぶ

路
線
距
離
15
・
７
K
m
の
私
鉄
で
、
琴
急
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
た
。

　
当
時
坂
出
は
、
本
州
と
四
国
を
結
ぶ
重
要

な
港
町
で
、
金
毘
羅
宮
の
参
拝
客
や
宿
場
町

へ
の
物
資
の
輸
送
で
多
く
の
需
要
が
あ
っ
た
。

琴
平
〜
坂
出
を
結
ぶ
鉄
道
は
、
他
に
琴
平
参

宮
電
鉄
（
昭
和
38
年
廃
線
）
、
国
鉄
（
現
在

の
J
R
）
も
併
走
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当

時
の
鉄
道
路
線
の
重
要
度
が
伺
え
る
。
琴
急

は
昭
和
５
年
に
営
業
を
開
始
し
、
最
盛
期
に

は
朝
６
時
か
ら
夜
11
時
半
頃
ま
で
、
終
日
30

分
間
隔
で
運
行
さ
れ
、
坂
出
ま
で
の
所
要
時

間
は
36
分
だ
っ
た
。
昭
和
19
年
に
、
大
東
亜

戦
争
の
戦
時
徴
用
で
南
方
に
敷
設
転
用
さ
れ

て
休
止
と
な
り
、
復
活
す
る
こ
と
な
く
昭
和

29
年
に
廃
線
と
な
る
ま
で
、
実
質
運
行
14
年

の
短
命
な
鉄
道
で
あ
っ
た
。
40
年
程
前
ま
で

は
、
廃
線
跡
に
ホ
ー
ム
の
後
や
橋
台
の
跡
が

残
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
撤
去
さ
れ
て
見
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
地
籍
図
を
確
認
す

る
と
、
当
時
の
線
路
跡
と
思
わ
れ
る
細
長
い

土
地
が
連
な
っ
て

お
り
、
当
時
の
路

線
図
を
推
測
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
鉄
道
路
線
も
街

道
と
同
様
に
、
当

時
の
交
通
事
情
を

知
る
重
要
な
手
掛

か
り
と
な
っ
て
い

る
。
　
文
責
　
東
高
篠

　
　
庄
　
　
智
裕

　この間、私は全然違う子育てについてのドキュメン
タリーを見ました。それは南米に住んでいるゾエ人の
子育てでした。
　ゾエというアマゾンの狩猟採集民は、ジャングルの
中に住んでいます。なので彼らは現代的な社会を見た
ことがありません。
　彼らは小屋を木とシュロの葉っぱで作り、樹皮を取
りひものハンモックを作ります。子どもたちも食器な
どを自作する際に、どこで原料を探すかどうやって作
るかなどを勉強しなくてはなりません。
　年配の方はよく小屋でサルのペットと昼寝します。
ゾエ人はサル、鳥、カメなど色々なペットを飼ってい
ます。子どもたちはペットのエサを森で探して世話を
します。どんな動物が何を食べるということも習いま
す。これは狩猟の勉強にもなります。
　狩猟をする際、狙う魚や動物により、弓矢の種類を

変えます。弓矢の原料を採取し、色々な弓矢を作りま
す。動物がなくならないように、動物が赤ちゃんを育
てている時期にはその動物を狙いません。
　ゾエ人は動物と植物の感謝の式をよく行います。
色々な歌やダンスを習います。この式は昔の日本や欧
米などである収穫の感謝の祭りと同じような思いで行
われます。
　子どもが生まれたときにはお祝いの式もあります。
男性も女性も全員が女性のアクセサリーなどをするこ
とで、子どもと女性に感謝を示します。
　ゾエ人の目からすると、私達のような現代的な外国
人は、彼らが身に着けている鳥の羽でできたアクセサ
リーなどがなく、醜く映るそうです。彼らのような狩
猟採集民からすると、日本人とニュージーランド人の
生活や子育てはほとんど同じようなものなのかもしれ
ません。
　たしかに世界には全然違う暮らし方をしている人た
ちがいますが、私が日本で気持ちよく仕事や生活がで
きるのは、慣れたニュージーランドの生活や考え方と
非常に似通っているからです。

（まんのう町国際交流員　アダムス・ブレア）ハンモックでリラックス

アマゾンの狩猟採集民

せかいのがくせい　第4回

100

公文駅

高篠駅

榎井駅

琴平駅
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人
権
コ
ラ
ム
　
　
会
館
だ
よ
り
　
　 

人
権
作
文

まんのう

《
遍
路
道
を
朝
鮮
人
か
ら
守
ろ
う
》
と

い
う
内
容
の
貼
り
紙
が
高
松
市
内
な
ど

で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
「
先
達
」
の
韓

国
人
女
性
・
崔
象
喜
（
チ
ェ
サ
ン
ヒ
）

さ
ん
が
道
案
内
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ

た
こ
と
へ
の
批
判
と
見
ら
れ
ま
す
。
貼

り
紙
被
害
の
あ
っ
た
高
松
市
は
《
外
国

人
へ
の
人
権
侵
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
》

と
た
だ
ち
に
見
解
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
今
年
三
月
、
埼
玉
県
内
の
サ
ッ
カ
ー

場
で
観
客
席
ゲ
ー
ト
付
近
に

「
J
A
P
A
N
E
S
E 

O
N
L
Y

（
日
本
人
だ
け
）
」
と
書
い
た
横
断
幕

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

サ
ッ
カ
ー
連
盟
は
①
無
観
客
試
合
と
す

る
②
関
係
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
は
停
止
、

入
場
を
禁
止
す
る
③
社
長
の
役
員
報
酬

を
二
〇
％
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、
厳
し
い

処
分
を
行
い
ま
し
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
規
約

で
は
「
人
種
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政

治
又
は
そ
の
他
の
事
由
を
理
由
と
す
る

国
家
、
個
人
ま
た
は
集
団
に
対
す
る
差

別
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
第
三
条

四
項
）
と
し
て
い
ま
す
。

違
い
を
認
め
合
お
う

　
日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
は
二
〇
三
万

八
一
五
九
人
、
県
内
で
は
八
二
八
一
人

で
す
（
法
務
省
・
二
〇
一
三
年
十
二

月
）
。
町
内
で
も
外
国
人
の
姿
を
見
る

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
肌
の
色
や

言
葉
、
習
慣
や
文
化
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
異

な
り
ま
す
が
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
っ

て
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

（
香
川
人
権
研
究
所
）

7月4日（金）・16日（水）
9：30～13：00

まんのう町立長尾会館生活改善室
（まんのう町長尾1582番地）

講師指導のもと「くるみパン」と
「なま春巻き」を作ります。

各回の定員は先着8名です。6月
30日（月）～7月3日（木）までに、
長尾会館まで電話又はFAXにて
お申し込みください。
蕁79-2021　FAX 56-9068

1,000円（当日集金します）
※昼食代・材料費・受講料込み。
当日は、ハンドタオル・エプロ
ンをご持参ください。

89

遍
路
道
に
差
別
ビ
ラ

新
あ
な
た
と
人
権
シ
リ
ー
ズ（
22
）

　
わ
た
し
の
友
だ
ち
は
、
四
年
生
三
十

二
名
全
員
で
す
。

　
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に
勉
強
を
し
た
り
、

遊
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
の

時
に
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
、
目
標
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
ク
ラ
ス
の
一
人
一
人
が
、
わ
た
し
に

と
っ
て
と
て
も
大
切
な
仲
間
で
す
。

　
今
、
春
の
運
動
会
に
向
け
て
み
ん
な

練
習
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ン
ス

や
リ
レ
ー
、
つ
な
引
き
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
き
ょ
う
技
を
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

練
習
し
て
い
ま
す
。
上
手
く
お
ど
れ
な

い
時
や
暑
く
て
大
変
な
時
も
、
仲
間
と

い
っ
し
ょ
だ
か
ら
全
ぜ
ん
つ
ら
く
あ
り

ま
せ
ん
。
い
っ
し
ょ
に
練
習
し
、
上
手

に
な
っ
て
い
く
の
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。

　
も
う
す
ぐ
運
動
会
で
す
。
み
ん
な
で

協
力
し
て
つ
く
り
上
げ
た
ダ
ン
ス
で
は
、

力
い
っ
ぱ
い
の
え
ん
技
を
し
て
み
ん
な

と
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
仲
間
が
い
て
良
か
っ

た
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
い
前
わ
た
し
が
け
が
を
し

て
松
葉
づ
え
を
使
っ
て
歩
い
て
い
る
時

の
こ
と
で
す
。
家
の
人
に
送
っ
て
も
ら

っ
て
学
校
に
着
く
と
、
す
ぐ
に
二
階
か

ら
友
だ
ち
が
お
り
て
来
て
荷
物
を
持
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
、
ラ
ン
ド

セ
ル
の
片
付
け
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
教
室
移
動
で
階
段
を
上
が
り
お
り
す

る
時
や
給
食
で
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
行
く

時
な
ど
に
、
何
も
言
わ
な
く
て
も
す
ぐ

に
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
「
あ
り
が
と
う
。
」

　
っ
て
言
う
と
、
友
だ
ち
の
顔
は
み
ん

な
笑
顔
で
し
た
。

　
こ
の
時
は
、
本
当
に
「
友
だ
ち
が
い

て
良
か
っ
た
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
何
も
言
わ
な
く
て
も
、
困
っ
て
い
た

ら
助
け
合
っ
た
り
、
協
力
し
合
っ
た
り

す
る
の
が
本
当
の
仲
間
だ
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
優
し
い
仲
間
ば
か

り
の
四
年
生
が
と
て
も
好
き
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
三
十
二
人
の
仲
間
と

い
っ
し
ょ
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
い
い

ク
ラ
ス
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

高
篠
小
学
校
4
年

み
や
ざ
き
　
　
　

り
　
り

宮
闢
　
梨
里

97人
14人
14人
8人
7人
21人
161人

（60.2％）
（  8.7％）
（  8.7％）
（  5.0％）
（  4.3％）
（13.0％）

まんのう町内の登録外国人
１　中　国
２　フィリピン
３　ブラジル
４　カンボジア
５　韓国
６　その他
　　合　計
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▼問い合わせ先
同実行委員会・善通寺山の会
佐藤孝雄
蕁0877-22-0036
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「司法書士の日」記念無料相談会
［日時］8月3日（日）午前10時～午
後3時［場所］丸亀市民会館第6会議
室［内容］相続、名義変更などの登
記相談や金銭トラブルなどの法律相
談、成年後見制度などの無料相談会。
予約は不要。

▼問い合わせ先
香川県司法書士会
蕁087-821-5701
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日本語ボランティア募集
　まんのう町国際交流協会では、町
内に住む外国人に日本語を教えたり、
イベントで日本語補助をしたりして
くださる日本語ボランティアを募集
しています。
［応募資格］日本語での支援に関心
のある方。日本語指導の経験や外国
語の能力は問いません。［その他］
支援場所や時間等は応相談。

▼問い合わせ先
まんのう町国際交流協会
蕁75-0200
（かりん会館内、水曜日休館）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
日本でできるバイリンガル
子育てワークショップ（無料）
　リズム遊びやゲーム、英語の絵本
の読み聞かせを通して、お子さんの
英語を聞く力を養うワークショップ
です。保護者の皆さんの日頃の疑問
にもお答えします。親子で英語に親
しみましょう。
［日時］7月26日（土）午前10時～11
時30分［場所］かりん会館［講師］
大谷彩子、ギャレス・コフン［対
象・定員］親子20組　※同伴のお子
様の人数制限はありません。［申し
込み締切］7月18日（金）※定員にな
り次第締め切り

▼問い合わせ先
まんのう町国際交流協会
蕁75-0200
（かりん会館内、水曜日休館）

正六位旭日双光章
元まんのう町議会議員
故　闍木　　堅さん（長　尾）
　去る5月7日に逝去された故闍木堅
さんに、6月3日正六位旭日双光章が
贈られました。

　同氏は、旧満濃町議会議員を6期、
まんのう町議会議員を2期務められ、
地方自治の発展に大きく寄与されま
した。このたびの叙位叙勲は、同氏
の生前の町政への長年にわたる功績
に対して贈られたものです。

平成26年度消防功労者表彰
香川県知事表彰
【永年勤続功労章】
宮川　孝顴さん（炭所西）
清田　雅驪さん（炭所西）
中川　久顴さん（造　田）
闍嶋　一博さん（真　野）
日本消防協会長表彰
【精績章】
中西　闊志さん（造　田）
【勤続章】
宮川　孝顴さん（炭所西）
三井　正樹さん（七　箇）
清田　雅驪さん（炭所西）
渡邊　　夫さん（七　箇）
香川県消防協会会長表彰
【功績章】
宮地　正康さん（中　通）
増田　　稔さん（山　脇）
【功労章】
小野　賢一さん（買　田）
奈良　耕治さん（岸　上）
鈴木　雅充さん（川　東）
岡坂　誠一さん（川　東）
【勤続章】
河　　裕敏さん（生　間）
谷口　元博さん（吉　野）
闍尾　博幸さん（川　東）
黒田　　優さん（新　目）
金場　　忠さん（東高篠）
森　　英治さん（川　東）
谷井　正美さん（宮　田）
西岡　直紀さん（東高篠）
　岡　政文さん（東高篠）
東原　浩史さん（造　田）
竹地　恒雄さん（勝　浦）

法務省人権擁護局長　感謝状
五味　　孝さん（吉　野）
　人権擁護委員の五味孝さんが、長
年にわたり人権相談や人権啓発活動
に取り組まれ、その功績が顕著であ
ったことから、去る5月13日に法務
省人権擁護局長感謝状を贈呈されま
した。

四国行政評価支局長　感謝状
上村　闊子さん（追　上）
　行政相談委員の上村廣子さんが、
行政相談制度の発展に対する功績を

認められ、去る5月13日に高松市で
開催された行政相談委員全体会議に
おいて、四国行政評価支局長感謝状
を贈呈されました。

まんのう町長　感謝状
冨田　正美さん（東高篠）
　５月12日、まんのう盆栽・山草同
好会の冨田正美さんに、20年もの永
きにわたり町木である「かりん盆
栽」の銘木を無償で維持管理してい
ただいていることに対して、まんの
う町長より感謝状と記念品が贈呈さ
れました。

表　　　彰

叙位・叙勲

敬
称
略 

／ 

5
月
届
け
出
分

敬
称
略 

／ 

5
月
届
け
出
分

　木　咲良

小野日向歩

山内　駈琉

高橋　晟史

加納　諒一

大池　壮真

正井　優羽

寺嶋　理心

おおにし　　まさはる

やまぐち

たか　ぎ　　　　ひさし

　つ　むら　　えい　こ

むか　い　　　　　こ

おおにし　　　　　こ

　た　じま　　ひろ　こ

　み　かど

せき　　　　やすひこ

おおひら　　よしまさ

てらじま　　　　　こ

ます　だ　　　　　とみ

※ご家族やご遺族の了解を得て掲載しています。

生年月日 保護者名 地　区氏　名

大介

隼

隼人

一利

裕之

英一

康一

弘文

七　箇

吉野下

岸　上

帆　山

吉野下

吉　野

羽　間

吉　野

4

5

5

5

5

5

5

5

26

7

15

16

19

21

23

28

死亡月日 年齢 地　区氏　名

92

93

64

75

79

82

76

93

85

88

102

95

炭所西

中　通

長　尾

真　野

吉　野

中　通

吉野下

勝　浦

四　條

追　上

炭所東

七　箇

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

5

5

7

7

10

12

18

21

26

27

30

30
雹

瀬瀬

瀬

大西　正春

山口キミヱ

　木　　堅

津村　英子

向井ヨシ子

大西ハツ子

田嶋　浩子

三　ミサコ

關　　泰彦

大平　良正

寺嶋アサ子

増田　　富

たか　ぎ　　　　さ　ら

　お　の　ひ　な　ほ

やまうち　　かけ　る

たかはし　　まさふみ

　か　のう　　りょういち

おおいけ　　そう　ま

まさ　い　　　ゆう　わ

てらじま　　　り　こ
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「みんなでつなぎ　高まる意識
　　　　　　達成しようゼロ災害」
　香川労働局では、7月1日（火）から
7日（月）までを安全週間、6月1日
（日）から30日（月）までを準備期間
として、県市町をはじめ各関係団体
等との連携・協働により、関係各界
における安全意識の高揚と事業場に
おける自主的な安全管理活動の促進
を図り、労働災害防止対策を推進す
ることとしています。

▼問い合わせ先
・香川労働局労働基準部健康安全課
　蕁087-811-8920
・丸亀労働基準監督署　監督・安衛課
　蕁0877-22-6244

　少年育成センターでは、次のよう
な電話相談を行っています。
　学校に行きたくない・友達とうま
くいかない・勉強がはかどらない・
家庭がおもしろくない・「イジメ」
られている・「イジメ」をしている
人がいる・友達が「イジメ」られて
いる・将来のことで悩んでいる・親
のことで悩んでいる・その他「困っ
たこと」がある秘密は、絶対に守り
ます。本人・保護者・目撃者、どな
たでも気軽にお電話ください。

▼相談先・問い合わせ先
まんのう町少年育成センター
蕁0877-75-4032

～堆肥・飼料・敷わらに～
［提供時期］6月より順次配布［提
供箇所］土器川沿川全域［提供対
象］一般農家、畜産農家等［提供形
態］ロール及び梱包（予定サイズ：
φ50㎝、Ｌ＝80㎝、重さ約25㎏）
［提供数量］全体で約4,000個　※
状況に応じ数量は増減します［提供
条件］①現地に取りに来ること　②

全量を適正に利用できること［その
他］刈り取り時期の詳細、および刈
り取り箇所の詳細は土器川出張所で
確認してください。なお、刈り草は
そのままでは一般廃棄物に属します。
従って、適正に利用されない場合は、
廃棄物の処理および清掃に関する法
律により、五年以下の懲役若しくは
一千万円以下の罰金などの処罰が科
せられる場合があります。

▼申し込み先・問い合わせ先
香川河川国道事務所土器川出張所
蕁0877-22-8318

協力雇用主の募集
　協力雇用主は、犯罪・非行の前歴
のために定職に就くことが容易でな
い刑務所出所者等を、その事情を理
解した上で雇用し、改善更生に協力
する民間の事業主です。現在、まん
のう・琴平両町で８社が協力雇用主
の登録をしています。犯罪や非行を
した人の就労支援を一層推進してい
くためにも、多くの協力雇用主を募
集しています。

▼問い合わせ先
仲多度更生保護サポートセンター
蕁0877-89-0282
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
平成26年度自衛官採用試験案内
①航空学生
［応募資格］高卒（見込含む）21歳未
満の者［一次試験日］9月23日（火）
②一般曹候補生
［応募資格］18歳以上27歳未満の者
［一次試験日］9月19日（金）・20日
（土）のいずれか１日
③自衛官候補生
［応募資格］18歳以上27歳未満の者
［採用試験日］男子：9月中旬頃。
女子：9月下旬頃。
［受付期間］9月9日（火）まで（3つ
共通）。志願表提出方式。

▼問い合わせ先
自衛隊善通寺地域事務所
蕁0877-63-2363
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
満濃池森林公園
夏のネイチャーゲーム
［日時］7月21日（月）午前9時15分
～正午［集合場所］満濃池森林公園
森林の館［内容］ネイチャーゲーム
を通じて、自然、森林の役割や大切
さを、学ぶ体験学習を行います。
［参加費］無料

▼申し込み先・問い合わせ先
公園管理事務所
蕁0877-78-3364

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
目の見えない方
見えにくい方のための
福祉フェスタ　2014
［日時］8月3日（日）午前10時～午
後3時［場所］香川県社会福祉総合
センター７階大会議室、第1・第2
中会議室［内容］漓パネルディスカ
ッション「自分のやり方みつけよう
～私はこんなふうにやってます～」
滷福祉用具展示会澆各種相談会

▼問い合わせ先
香川県視覚障害者福祉センター
蕁087-812-5563
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
関節リウマチ講演会
「リウマチと各種関節疾患について」
［日時］7月26日（土）午後2時～午
後4時［場所］丸亀市保健福祉セン
ター（ひまわりセンター）4階研修
会議室１・２［講師］高松平和病院
真鍋等副院長［参加費］無料［その
他］講演終了後、療養相談有り。リ
ウマチ患者の方だけでなく、どなた
でもご参加いただけます。

▼問い合わせ先
RAほのぼの会　牛田
蕁0877-62-9398
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
パソコン講習（在職者訓練）
文書作成入門
［日時］7月28日（月）～30日（水）午
後1時10分～午後5時10分（3日間）
［受付期間］7月13日（日）まで［場
所］香川県立高等技術学校丸亀校
［対象者］在職者［募集人員］15人
［受講料］3,000円（別途テキスト
代 2,160円必要）［内容］マイクロ
ソフトWordの基本操作、文字の入
力、ビジネス文書の作成・編集・印
刷等を習得します。
※別日程で表計算入門等の講習もご
ざいます。詳しくは下記までお問い
合わせください。

▼申し込み先・問い合わせ先
香川県立高等技術学校丸亀校
キャリアアップ担当
蕁0877-22-2633
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
第32回ちびっこ冒険学校
［日時］8月2日（土）～8月3日（日）
1泊2日［場所］浦山川（愛媛県土居
町）［対象者］小学3年生以上中学2
年生以下のこども［定員］20人（申
込順）［参加費］6,000円（食費、
交通費、保険料を含む）［その他］
7月25日（金）午後7時30分から善通
寺市民会館にて説明会開催（説明会
の際、参加費を集金）

催し物・募集

土器川の刈り草無料提供

7月1日から、
　　「全国安全週間」

こんな時、ひとりで
悩まず早めの相談を！

雹

瀬瀬

瀬
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第31回まんのうウォ
ークラリー大会

第31回まんのうウォ
ークラリー大会 ことなみ土曜塾開校

式
ことなみ土曜塾開校

式

戦没者追悼式戦没者追悼式 スポーツ少年団合同
入団式

スポーツ少年団合同
入団式

楽しく学ぶ英語授業元気いっぱい、家族一緒にゴール！

宣誓をする団員代表献花を行う参加者（仲南地区戦没者追悼式）

　
５
月
３
日
、
琴
南
公
民
館
で
こ
と
な

み
土
曜
塾
の
開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
な
み
土
曜
塾
は
平
成
24
年
よ
り

琴
南
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
数
学
・
英

語
の
補
充
学
習
で
す
（
毎
月
第
１
、
３
、

４
土
曜
日
実
施
）
。
今
年
度
か
ら
は
琴

南
中
学
校
の
生
徒
に
加
え
、
琴
南
小
学

校
の
５
・
６
年
生
も
参
加
。
併
せ
て
17

名
の
児
童
、
生
徒
た
ち
が
町
内
在
住
の

元
教
員
な
ど
か
ら
な
る
４
人
の
先
生
の

指
導
の
下
、
一
年
を
通
し
て
学
び
ま
す
。

　
開
校
式
が
終
わ
る
と
、
中
学
生
と
小

学
生
で
別
れ
、
数
学
・
英
語
の
授
業
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
、
ま
ん
の
う
町
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
等
の
主
催
で
、
第
31

回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
炭
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し

て
「
村
社
詣
で
の
路
を
行
く
」
と
題
し
、

長
炭
地
区
の
神
社
な
ど
を
訪
ね
歩
き
な

が
ら
、
薬
草
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
解

く
な
ど
、
61
名
14
組
の
チ
ー
ム
が
ポ
イ

ン
ト
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
「
高
篠
歩
好
会
」
苧
田
悟

さ
ん
（
東
高
篠
・
76
歳
）
は
「
景
色
の

移
り
変
わ
り
を
友
人
た
ち
と
楽
し
め
る

の
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
い
い
と
こ
ろ
。

ク
イ
ズ
も
特
色
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い

で
す
ね
」
と
満
喫
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
５
月
10
日
、
満
濃
南
小
学
校
体
育
館

で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
合
同
入
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
で
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
団
体
、
野

球
３
団
体
、
な
ぎ
な
た
１
団
体
。
各
々

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
た
団
員
た

ち
は
、
来
賓
や
指
導
者
、
保
護
者
た
ち

が
見
守
る
中
、
今
年
度
の
目
標
や
意
気

込
み
を
元
気
よ
く
発
表
し
ま
し
た
。

　
栗
田
町
長
か
ら
は
「
日
頃
か
ら
自
分

た
ち
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
た
ち
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神

な
ど
、
将
来
の
宝
を
育
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
激
励
の
挨
拶
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
21
日
に
仲
南
地
区
、
28
日
に
琴

南
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
戦
没
者
追
悼
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
追
悼
式
は
拝
礼
、
黙
祷
に
よ
り
始
ま

り
、
出
席
者
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、

厳
粛
の
う
ち
に
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
辞
で
、
栗
田
町
長
は
「
私
達
は
再

び
悲
し
み
の
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と
な

く
　
平
和
な
社
会
を
永
遠
に
実
現
し
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
る
と
信
じ
一
層
の
努
力
を
し
て

参
り
ま
す
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
お
誓
い

申
し
あ
げ
ま
す
」
と
述
べ
、
あ
ら
た
め

て
恒
久
平
和
を
祈
念
し
ま
し
た
。
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行
事
予
定
　
休
日
当
番
医
　
　  

町
内
の
1
1
0
番
1
1
9
番
　
　 

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

（19:00～翌朝8:00）

6日日

13日日

20日日

21日月

27日日

森内科医院

池田内科医院

川口医院

林医院

岩闢医院

岩佐病院

73-4188

73-2366

79-0711

75-5125

75-5161

73-3535

7
第31回まんのうウォ

ークラリー大会 ことなみ土曜塾開校
式

戦没者追悼式 スポーツ少年団合同
入団式

3日木

9日水

※当番医は予告なく変更される場合があります。ご了承ください。

1月からの累計5月中区　　分

※かっこ内の数字は昨年同期の件数

神野公民館
グラウンド
（参加：68人）

【優　勝】
　亀田　久子（四　條）
【準優勝】
　大岡　義明（四　條）
【第3位】
　大西　　健（吉　野）

31
5

日

月

土

7日月

10日木

（日・祝のみ）

24日木

17日木

24日木

16日水

23日水

23日水

25日金

30日水

26日土

13:00～16:00

9:00～12:00

13:00～16:00

10:00～15:00

13:00～16:00

9:30～11:30

13:30～16:30

9:00～12:00

10:00～15:00

9:00～12:00

9:30～12:30

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

まんのう町商工会館

満濃農改センター

琴南総合センター

仲南支所

役場本庁

仲南支所

琴南農改センター

仲南支所

役場本庁

琴南農改センター

かりん健康センター

役場本庁

役場本庁

かりん健康センター

満濃農改センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

かりん健康センター

満濃農改センター

かりん健康センター

10:00～11:00

満濃農改センター

213

67

0

9

439

（157）

（ 58）

（ 0）

（ 7）

（421）

31

8

0

2

83

（ 23）

（ 16）

（ 0）

（ 4）

（ 90）

（件）

（件）

（件）

（件）

（件）

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

18日金

17日木

18日金

17日木

10日木

［要予約／まんのう町商工会蕁73-3711］

［要予約／健康増進課蕁73-0126］

　腎臓病予防
　要予約／健康増進課蕁73-0126

29日火

10日木
3日木

17日木

24日木
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「
か
ぞ
く
の
え
が
お
が
ね

　
　
　
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
た
の
し
い
ゆ
う
は
ん
」

「
１
回
に
30
回
か
め
て
い
ま
す
か

　
１
日
に
30
品
目
と
れ
て
ま
す
か

　
　
　
　
　
毎
回
自
分
で
確
認
を
!!
」

高
篠
小
学
校
2
年
　
泰
田
　
愛
海

た
い
　

だ
　
　
　

な
る
　

み

た
け
う
ち
　
　
た
く
　

み

長
炭
小
学
校
6
年
　
竹
内
　
拓
海

好きな線　好きな色

　
琴
南
小
学
校
で
は
、
四
月
三
十
日
に
「
一
年
生

を
む
か
え
る
会
」
が
あ
り
、
私
た
ち
五
年
生
が
初

め
て
計
画
や
進
行
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
六
年
生
の
よ
う
に
は
上
手
に
で
き
な
い
け
れ
ど
、

掲
示
物
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り
、
司
会
の
練

習
を
し
た
り
と
、
一
生
け
ん
め
い
に
準
備
し
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
「
ハ
ン
カ
チ
落
と
し
」
「
ふ
え
お

に
」
「
関
門
ゲ
ー
ム
」
「
転
が
し
ド
ッ
ジ
」
と
い

っ
た
一
年
生
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
二
年
生
以
上

の
各
学
級
が
行
い
、
楽
し
い
時
間
を
す
ご
し
ま
し

た
。

　
い
よ
い
よ
私
た
ち
五
年
生
の
「
借
り
人
競
争
」

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
全
校
生
に
は
っ
き
り
と

聞
こ
え
る
よ
う
に
、
大
き
な
声
で
説
明
し
た
り
、

進
行
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
一
年
生
も
ゲ
ー
ム

の
仕
方
が
分
か
っ
た
よ
う
で
、
楽
し
く
「
借
り

人
」
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
ペ
ア

の
お
題
は
「
ピ
ア
ノ
が
上
手
な
人
」
で
し
た
。
す

ぐ
に
思
い
う
か
ん
だ
友
達
を
借
り
に
行
き
、
三
人

一
年
生
を
む
か
え
て

琴南小学校 5年

森本 椎菜
もりもと しい　な

で
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル
へ
向
か
い
ま
し
た
。
一

年
生
を
引
っ
張
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け

て
走
り
ま
し
た
。
一
位
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て
く
れ
た
一
年
生
を
見
て
、

私
も
う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
全
校
ゲ
ー
ム
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
で
す
。

私
は
三
戦
目
で
負
け
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
一
年

生
や
二
年
生
が
列
の
先
頭
に
立
っ
て
、
じ
ゃ
ん
け

ん
を
楽
し
ん
で
い
る
す
が
た
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
活
動
が
終
わ
る
と
、
二
年
生
か
ら
順

に
一
年
生
と
の
名
し
交
か
ん
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
年
生
は
上
級
生
に
、
上
級
生
は
一
年
生
に
喜
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め
て
、
パ
ソ
コ

ン
で
作
り
ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
も
ら
っ
た
名
し

は
、
か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト
の
わ
く
に
囲
ま
れ
て
い

て
、
ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
早
く
名
前
を
覚
え
て
、
い
っ
し
ょ
に

遊
び
た
い
で
す
。

　
「
一
年
生
を
む
か
え
る
会
」
は
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
五
年
生

に
と
っ
て
、
わ
す
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
よ
い
よ
高
学
年
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
全
校
生

が
仲
の
よ
い
琴
南
小
学
校
に
な
れ
る
よ
う
、
私
た

ち
一
人
一
人
が
自
分
の
役
わ
り
を
責
任
も
っ
て
果

た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

四条小学校 2年
すず　き ゆ　ま

鈴木 結万

四条小学校 3年
やまぐち はる　な

山口 遥菜
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